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只 与式 = 5 - 3 × 4

= 5 - 12 ☆
= 品

(2) 子式 = ③~ + 2×√3 × 1 t 12 -2山警 =☆

= 3 + 23 + 1 - 23
=

(3) 式 を 整理 して

2 x
-
2 x- 3 = x

2

=⇒く x
2
- 2 x - 3 = 0

⇒く ( x - 1 )(x - 3 ) = 0

: . x = - 1
.
3m～

(4 )
ー

acm
～

い
、からららら3cm

よって a - 5 b = 3
～

もしくは a = 5 b + 3
～～

(5 ) y は xに比例するので Y= x とおく

x = 2 のとき Y = 6 なので

6 =- ② ⇒ a= 12 よって 然



(6 )

① 臼)
≥

= √4 = 2 より 正 しい

② 9 の 平 方根 は ± 3 なので正以
～

2 乗 して 9 になる 数 ⇒ 3 と - 3

③ 「「6 = 4 なので 説誤①
* 「O= 4 .

-

O= - 4

④ (√5 )
×

= 5 より 正 しッ

以上 より 正 しくないものは ③

( て ) はじめに 箱 に 入っていた 当 たりの 本数 を

x本 とする 。

50本 中 4 本 が 当 たりなので 当 たりの 割合は
4

50
ー ①

1000本中 x本 が 当 たりなので
、
当 たりの 割合は

品。

ー②

①
.
② が 等 しいとすると

。=0

: . x
=50
世

× 1000

= 80

よっておよそ 80 ～



(8 )

A O OAB は OA = OB の

ニ等辺三角形 なので
LOAB = LOBA

シ よって

B LOBA = 360

ゆえに
半径で Lx = 180- (36 +36

^

)
?

竿
寸 しい

= 1800 -172
= 108

m

(9 )

0
⇒ {
CBー2
へ

辺AC を 軸 として 回転 させてできる 立体 は

円 すいである 。よて 求 める体積は

2 × 2 ×π × 3 xB = 4π m
～



半 円 の 中心 を O とする

AP : PB = 1 : 3 より

?

.io
.

;i ∠ AOP : LPOB = 1 : 3

∠ AO B = 1800 であるから
0

= 180
"

×

④

= 450 ← 90
"

の =等分線
以上 より

① 線分 AB の 垂直二等分線 を描 く

⇒ AB との 交点 が 半円 の 中心 O である
⇒ Aとの 交点 を C とする

② ∠ AOC = 90であり CAOC の = 等分線を 描くく
⇒ AB との 交点 が P である 。

② 問 ) いい

平均 値: 76 点 ～
～

中央値 : 35 人 のデ ー タを 小 さ順 に 並べた

とき 中央値は 18人目 のデ ー タとな
より 8 点 の 生従は 14人目 ～ 19人目
w

のデー タなので 中央値 は 8点

2 22 455



最頻値 : 国図 より 10 点 α 生従が 8人 で 最もタタッ
m

以上 より

平均点 く 中 央値 〈 最頻偃
mn ～

7. 6 8 10

なので 答 えは Q

(2 ) f 点 をとった人数 を x人 とする
。

3 点
,
4点 5点 6点 7点 ,8 点10 点 をとた

生従 の 合計人数 は

1 ← 1 ← 2 ← 3 -5
～ ～

mmm xt8
～

20 ix 人

3点 4点 5点 6点 2点 8点 10点

全生従は 35人 なので 9 点 をとた生従の 人数 は
35 - ( 20 tx ) = 35 - 20 - x

= 15 - x .
人

平 均 点 が 8 点 なので

8 =

1 × 3 t 144 + 2 ×5 - 3 x 6 + 5 × 7 + 8x = 9 ( 15-x) + 8× 10

35

⇒ 8 =

3 t 4 t 10 t 18 + 35 t 8x + 135 - 9x ← 80

35

⇒ 8 =

2 5 -x8

35

② 280 = 2 - x85

: x = 5

よって 8 点 をとた 生従 は 5 人～



問 2

() 硬貨 A が 表
、 硬貸 B が 裏 になる 場合 を

[表
裏 ] と 表すと , 起こりうるすべての 場合 は

[表表 ][ 表裏 ][ 裏表][裏裏 ]
の 4通りでどの場合 が 起 こることも 同様に

確 からしい 。 このうち 2枚 とも 表 になる場合
は 1 通 りである 。したがて求める確率 は

l

丏

(は )樹形 国 は以下 の 通 り

A B C A B C

X

扌 ^
表さ × ^ ぁ表、

め

爪 \
裏さ * 裏<

裏
*邰

硬貨 の 表
,
裏 の 出方 は 全部で 8通 りそのうちっ

1 枚が 表 で ,2 枚 が 裏 となる出方 は3 通
り

よて 求 める 確率 は

意



(3) . 4 枚 の硬貸 の
表

裏 の 出方 は
2 × 2 × 2 × 2 =16 通

り

このうち 全 てが 裏 となる 出方 は1 通
り

よって 1枚以 上 が 表 となるのは
16 1 = 15通 り

。

ゆえに 求 める確率 は

恋
(別解) 樹形 国 は 以下 の 通り
A B C D A B C D

表さ
邰

才
表、

0

0 0

土
裏π匹 <

重

瓜

裏
=?行

×
表 承

^
表さ

畏\ 畏\庫^の 裏〈 ?
瓜 .

ー 0 ー X《
亠

硬貨 の 表 の 出力 は 全部で通 りそのうち K16
出方 は 通 り

。1枚以上が 表 となる硬貨 の 15

よって 求 める 確率 は

么



③
問 1 点 A は Y = x ± にあり

x

=- 2 なので

Y = (- 2 )
<

= 迨

問 2 点 B はは = x 上 にありx = 1 なので
Y = 12
=

1

よって A ( - 2
,
4 )

.
B ( 1 , 1 )を 通

る AB を通 る

直線 を Y = ax tb とおくと 。 1次関数では
傾 き = 変化 の 割合 なので

a =

Y の 増加量
x の 増加量 。

A (-
2

. 4
)

3

に 4 ー3

V
=

人 -
(

-2 ) 官

(1, 1 )

=
景

= - 1

よて y - x tb で B ( 11 ) を 通 るので
に - 1 tb ⇒ b = 2

したがって

y = - x + 2
～～



問 3

Y= - xt 2 直線 AB の 切 片 を D C

～ する 。

⇒ D ( 0 , 2 )レ

OOAB = OOAD TOOBD

= 上 × 2 × 2 t 1 × 21
～

斐 OOAD
～

00 BD
= 2 + 1

= 3
m

問 4
( 1 ) 直線 OA の 式 を Y = ax とお ∠

。 A (- 2 , 4 ) を

通 るの
4 == - 2 ⇒ a = - 2

点 Q は y
=- 2x 上 にあり 点 BC 11 ) と

Y座標 が 等 しいので 点 Q のは 座標 はし
.

よて

に 2 x⇒ x =- 土 : Q ( -I , l )
よって

しょ )
BQ = 1 - (- I ) =③

より G OBQ の 面積 は

t
.

dL
)

I × s × に 怒



(2 )

直線( と 直線 AB の 交点 を

R とする 。

Y = -x+2
(- ,
t)It P

.
Q

. R は 直線( 上 にあり(-2,4 ) 1 山
P ( ot ) であるから点 Q, R の(2-tt )

Y 座標 はともに Yt で
ある

。彎 点 Q は Y = - 2 x 上 にあり

Y = t なので
(o, t ) こ = - 2x ⇒ x= - 車

t

よって Q (- 上 tt )
～

点 R は Y= - x + 2 上 にあり Y = t なので
t = -x + 2 ⇒ x = 2 - t

.

よって R ( 2 - t .
t )
～

ン以上 より

RQ = 2 - t - (- 1 t )
= 2 - 主 t . 8 - 2t -

2
~

LAQR の 高 さは

4 . 七

したが 。 て OAQR の 面積 は

主 × (2 - 土 t ) × ( 4 - t ) = ( - 4 t )( 4 - t)1



: .OAQRの面積 = 4 - t t +④ 2
= 出 t - 2 t + 4

これが □ OAB ( = 3 ) の 半分 になれば 良いので
m～

問 しより

4 t - 2 tt 4 = ] × 4

こ
2
. δ t + 16 - 6 = 0

t δ t + 10 = 0

- (- 8) ±√ (- . 8 ) - 4 × 1 1θ
∴ τ =

2 × 1

8 ± 26
ニ

2

= 4 ± 6
ここで □ よ ( 2 であり 4 t 昨 は 2 より 大 きい

ので , 不適
よって 参考
[ = 4 - 6
～

2 <√ O < 3 より

4 - √6 = 4 - 2 … …

=t

: . O L4 - NE L 2



毋
問 1

の ① 辺 EH : 平行
②辺 B F : ねじれの位置
③ 辺 CD = 交 わる
④ 辺 AE : 交 わる

よって ②

問 2

D AE FB = 3 × 2 = 6

ロ AB CD = 4 × 2 = 8

ロ AEHD = 3 × 4 = 12

ロ DHGC = 3 × 2 = 6

D E FGH = 4 ± 2 = 8

ロ BFGC = 3 × 4 = 12

よって 求 める 表面積 は

6 + 8 + 12 t 6 t 8 + 12

= 52 cm
'

mmm



問 3

( )

ー

3

B

A

D

H
ー
3

l
G

F

上 の 国 より

DF = FB T DH

= 3 t 3

= 6 cmmm



(2 )

BP
,
PF を 含 む 面 の

展開 国 で 考 える
。

D

受
00

P

E 6 C BΛ 4
/

BPTPF が 最小 となるのは B
.
P
.

F がいの

直線上 にあるときである

OBPC COBFE におて
"FEDC より 同位角 が等 しので

∠ BPC = LBFE ー①

∠ BCP = CBEF 一 ②

①
.
② より 2組 の 角 がそれぞれ等 しので
O BPC SOBFE

対応 する 辺 の 比 は 等 しいので

BC " BE = PC IFE
4 πTopc

= 8 → pC=



⑤
問 1

OA
.
OB は 半径なので

OA =OB = 5 cmm

よって

ー 、 OC = OA - CA
ー

3 .
ッ

= 5 . 4

\
5
Λ5
/

= 1 cmm

ゆえに

BC = OBtOC
= 5 t 1 = 6 cmm

点 D は BC の 中点 なので

CD = I × BC
ー

= I × 6
= 3 cmmm

以上 より

OD = CD -OC
m

= 3 - 1
= 2 cm

m



問 2

問 しより

1 OC = 1 cm
, OD = 2 cm

なので
x

し AD = 4 + 1 ± 2 = 7 cm

3
/ また 、

BD = AB - AD
= 10 - 7 = 3cm

DE = x cm とおく
、

LEAD で 三平方 の 定理 より

AE
2

= x
+ 172 = x 49
～の

O EDB で 三平方 の 定理 より

EB
2
= xt 32 = x +
9

m

ー ②

∠ AEB は直径に 対 する 月周角 なので90 よて
LABE は 直角 三 角形 である 。

OABE で 三平方 の 定 理 より

AE
'

I EB
=

107
～ mm

①
.
② を 代入 して
xt t x ,49 9 = 100

2x = 42

x= 21

x 7 0 f り x =②1 .よて DE = IIcmm



問 3

OOED と LOFD において

円 の 半径は 等 しから
OE = OF ー ①

線分 BC と 線分 EF は 垂道
であるから
LODE = LODF = 90 - ②

OD は 共通 ー③
①
, ② , ③より 直角 三 角形 の斜辺と 他 の1 辺

が～～r っ

それぞれ等 しいから

OOED ≡ 0 OFD ー ④

次 に O BDECOCDF において、

④ より 合同 な 三角形 の 対応
する 辺 は 等 しいから

DE = DF ー ⑤

線分 BC と 線分 EF は 垂直
であるから

∠ BDE = LCDF = 90 - ⑥

線分 BC の 中点 が D であるから
BD = CD 一回

⑤
.
⑥

.
⑩ より 2組 の辺 とその 間 の 角 か
～～^ ,

それぞれ

等 しいから
O BDE ≡ 0 CDF ー ⑧



さらに
,
⑧ より

、
合同 な 三角 形 の 対応 する 角 は

等 しいから
∠ BED = LCFD - ⑨

⑨より錯角 が 等しから
～( っ

EB 1/ GF (証 明終わり )

問 4

.

、
浜

L AFE の 面積 =±× 231 x 7 = 7 II cmm

OACG と OAED において

LAEB は直径に 対 する

円 周角 なので AEB = 90
?

問 3 より EB 11 G F なので

同位角 は 等 しいから
∠ AEB =∠ AGC

よって ∠ A GC = 900
.

また 仮定 より LADE = 900
したがて ∠ AGC = LADE - ①



共通 な 角 は 等 しから
∠ CAG = LEAD - ②

①
.
② より 2 組 の 角 がそれぞれ等 しいので

OACG S LAED

対応 する 辺の 比 は 等 しいので
AC IAE = AG : AD

: : で OAD E で 三平方 の

. 定理 より

呉 AE = √ 7 ← ②に

～
7/ =√49 + 2 ー

= Go cm

よて

AC : AE = AG:D ～

ワ

GOAG = 28 ⇒ AG“δ=
OAFG と O AFE において

底辺 をそれぞれ AG AE と
～ すると ,高 さは GF で 等しい

から 面積比 は 底辺比
と 等 しい



よてて

OAEG : LAEE = AG :AF幹 品
OAFG : TI1 一
～ ) ÷√ Go

=. ! l

2 約分
= : l

=14 :
35

よって

35 AFG = 7 R1× 14

OAFG =

7E1 × 14

35

=mm

回
問 1

( ア) 2022 の一の位を 取り 去 た数の位 の 数 2 と

202 に 分 ける 。
一 の 位 の 数 2 を 4 倍 した数

8 を
一

の 位 を 取り 去 った 数 202に 加 えるとと

202 + 8 = 210 となる
～



(イ ) 1 回 目 は ( ア ) より 210

回数 元 の 数 一 の位 × 4 一 の 位 を ⑦ ←⑨

取り去 た数
⑦ ④

2回目 210 0 21 21

3 回目 21 4 2 6
m

(ウ )

回数 元 の 数 一 の位 × 4
一 の 位 を ⑦ +⑨
取り去 た数

⑦ ④

回目3 21 4 2 6
～

4 回目 6 24 ー 24

5 回 目 24 16 2 18

6 回 目 18 32 1 33

7 回目 33 1 は 3 15

8 回 目 15 20
1

21

9 回目 21 4 2 品

上 の 表 より 2 回 目以降 は

21 → 6 → 24 → 18 → 33 → 15 → 21 → 6 …

のくり 返しとなるよて 6 がでるのはは
3 回 目

,
9 回 目

,
15 回目 21 回目 …

ノ

w ひ び
t 6 t6 6

である 。 20 回続 けて 行う 間 に 6 がでるのは
3



(エ ) 最初 の 1 回 を除 き 2回目以降 は

21
,

6
,
24

,
18

.
33

.

15
.

…

と 6 個 の 数 がくり返 される 。よて
( 1000 - 1 ) ÷ 6 = 999 : 6

= 166 … 3
～

の列 が 166 回表れる
21
,
6
.
… 15

.

21
.

6
. … 15 …

.

ノ

① ②

21
.

6
.
… 15

,
21

,
6
.
24

16⑩ 世
余りの 3個

よって 、 答 えは ㉔

問 2

い )

(オ) の 位 の数 b と 一 の 位 を取 り去 た 数 a に
分 ける 。

一 の 位 の数 b を 4倍 した 数 4 b を

ー の 位 を 取 り 去 った 数 a に 加 えると
a + 4 b と 表 せる 。
≈

(か ) a + 4 b がもとの数 100 tb と 等 しくなる

として 方程式をたてると 、

a + 4 b = 10atb

これを b について解 くと

3 b 9 a=

b = 3 amnm



(2 ) a = 1 のとき
,
b = 3 × 1 = 3 : 13

a = 2 のとき b = 3 × 2 = 6 : 26

a = 3 のとき b = 3 × 3 = 9 :
. 39

.

a = 4 以降 では b が 2 ヶタの 自然数 となるため

不適
。
よって 13

,

26
.
39

mmm

問 3

もとの 数 の 一 の 位 を取 り 去 った 数を X
,
もとの

ー の 位 を C とすると ,
もとの 数 は IO × tc と

表 される 。

IOX + C = 13 × m (m は 自然数 )
とすると

C = 13 m - IOX

と変形 できる 。[操作 ] を 1 回行 た 後 の数 は

X + 4 c… - の 位 × 4 + 一 の位 を 取 り 去った) ( 父 )

と 表 される
X + 4 c = × + 4 ( 13 m - (O × ) … C = 13 m - IO×

を 代入
= × + 52 m - 40 ×

= 52 m - 39 ×
= 13 ( 4 m - 3 X )

4 m - 3 × は 整数 だから
, ×+ 4 c は 13 の 倍数

となる 。 よて 13 の 倍数に [操作 ] を 1回行 った
後 の 数は13 の倍数 となる


